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企画・制作　静岡時代
「静岡県の大学生メディア」づくりを起点に、県内大学生のネットワークを構築し、

大学の専門知を集めて地域の社会課題に取り組む学生発の NPO 法人。
（第 27 回静岡県地域文化活動奨励賞受賞 / 全国の学生情報誌の祭典 SFF2014 最多評価）

http://shizuokajidai.or.jp

「働く」には、自己欲求・社会欲求・生存欲求といわれる
人間の三大欲求が集約されている。

今の自分よりももっと成長したい、夢を叶えたい、
社会の役に立ちたい、親に恩返しがしたい、むしろ家から出たい、
大学を卒業したら就職するのが当然だ、生きていくために……。

−
いろんな人・考え方があるけれど、誰かに認められたい、
私は何者であるのか知りたい (あるいは決めてほしい)、

人はみんな拠り所がほしいのだと思う。だから、私は「働きたい」。
−

つながりの希薄化も叫ばれる昨今、
今は 「働きたい」 がスタンダードな時代だ。

私の 「働きたい」 という気持ちを、よりうまく社会へ循環させるために、
誰かを傷つけることなく、喜んでもらうために、

私が社会に疲弊するのではなく、生きがいをもって働くために、
今、何を知っていたらいいんだろう？

−
社会のルールとその裏側、デキる社会人の常識を学ぶ！

ちょっとの知識で、私の 「働きたい」 をもっと大事にできる。
「ワークの掟」はこれから働きはじめる人に贈る、ひとつの教科書です。
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contents

世の中には働き手である私たちが知ってお
きたいルールと果たしたいマナーがある。

「嫌われないで大人の話をするのは難しい」、
社会にはそんな現実もあるほどだ。だから
こそ、紙面に登場する先輩の多様な働き方
は、これから社会へ出ていく私たちをより
生きやすくするワークの掟になるでしょう。

10　18 歳から始めるキャリア道
11　ワークルール流 「嫌われる勇気」－道幸哲也先生
15　ブラック回避！ 新しいコンビニのアルバイト
22　労働法コラム－若者雇用促進法で何が変わる？
26　ワークルール式求人票チェック

Pick up!

活躍する９人の先輩たちのストーリー
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伊藤知美さん

たのもマルシェへの出展でしたね。今は主人が個
人や工務店さんへの営業、私が小物製作をしなが
ら雑貨店や書店への営業を行っています。
Q. 日本の伝統文化「畳」の魅力とは？
　赤ちゃんからお年寄りまで、ゴロゴロしても安
心な天然素材のふっくら柔らかいやさしさと、知
られざる機能性です。イ草一本一本に綿のような
繊維がふかふかクッションの役割をしてくれ、湿
気を吸ったり吐いたり、汚れた空気を綺麗にして
くれたり、実は良いことばかりなんです。昔の人
はこんなものを作ってしまうんだから凄いなと思
いますし、こんなにも魅力に溢れている素材が日
本家屋からなくなってしまうなんて悲しいです。
イ草の香る雑貨は、少しでも多くの方に手に触れ
てもらうことで畳を身近に感じてもらい、「やっぱ
り畳っていいね」という声を少しでも増やしてい
けたらいいなと思って作っています。

仕 事 の 原 点 ー 「 思 い を 受 け 継 ぐ 」

Q. 家業を継がれたきっかけは？
　松葉畳店はサラリーマンだった父が、畳屋さん
だった親戚に触発されて 40 年前にはじめたんで
すが、３人姉妹で後継者がいない状況でした。父
も継いでほしいとは思っていなかったみたいです。
私は３女ですが、「このお店がなくなっちゃうのは
いやだな」と思って、２年前に勤めていた会社を
辞めて継ぐことにしたんです。昨年からは夫も加
わって、父・母・私・夫の４人で行っています。
Q. イ草を使った小物販売のアイデアはどこから？
　創業当時は旧焼津市内に 20 軒あった畳屋が今は
４軒。うち以外は後継者がいないという状況です。
畳業界の厳しさも知っていましたから、単に畳を
売るのではなく、日本の伝統文化である畳の良さ
を幅広い人たちに伝えていこうと、ブックカバー
や名刺入れ・しめ縄飾りといった小物を販売する
ことにしたんです。家業を継いでから最初に行っ

松 葉 畳 店 / 伝 統 文 化 ・ イ 草 ク リ エ イ タ ー

足元から来る、日本人の洒落心。
今どきビジュアルな畳は意外なところにも。

松葉畳店
1987 年静岡県焼津市にて創業。伝
統文化である畳やイ草のどこか懐か
しい香りを次世代へつなぐ畳屋さん。

仕事の数だけストーリーがある。自分や周
囲が求めるものをつくろうと仕事を立ち上
げた人、駆け出しの頃に足を運んでくれた
お客さん、それを継ぐ人‥‥、どんな仕事
もそのはじまりは誰かの思いだったはずだ。

松葉畳店　伊藤知美さん

株式会社佐藤園　堀 利行さん

清水芸妓　小町さん

「思いを受け継ぐ」
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小町さん

見て、思い切って応募して、芸妓の世界に入りま
した。私は今年４年目で、まだ未熟者という意味で、
派手な格好（舞妓さんの格好）をして皆様からお許し
を得ています。一本さん（独り立ちした芸妓）になって、
恰好だけではなく、芸事やお座敷での振る舞いも
今よりランクアップしていきたいと思っています。
Q 伝統芸能としての仕事が残り続ける理由とは？
　新人芸妓は当初 3 年間は静岡市の伝統芸能振興
会から月額 20 万円の所得補償が受けられ、家賃の
一部、お稽古の費用なども負担してくれます。こ
の仕事一本でやっていけるのは、芸妓さんという
文化を守っていこうとする、清水の街の人の思い
があってこそなんです。最近は富士山や三保の松
原が世界文化遺産に認定されたことで外国人旅行
客が増えていますが、外国の方にも楽しんでいた
だきながら、まずは地元の清水の方にもっと知っ
ていただけるように活動できたらなと思います。

仕 事 の 原 点 ー 「 思 い を 受 け 継 ぐ 」

Q 芸妓さんってどんなお仕事？
　芸妓さんとは踊りや三味線など、日本の伝統芸
能で宴席を盛り上げる、芸を極めたプロフェッショ
ナルの女性たちのことを言います。お座敷では、
季節の踊りなど、お座敷に合わせた踊りの披露や、
お客様とお話をしながら、お酌をしています。年々
増加する観光客の方に向けて、お座敷遊びを体験
していただく観光プランもあります。
Q 常葉大学短期大学部では英語英文科に所属して
いた小町さん。芸妓さんになったきっかけは？
　卒業して２〜３年は別の仕事をしていました。
ずっと、せっかく仕事をするなら好きなことを、
自分自身が成長できるようなことを仕事にしたい
なと思っていました。ですが、それが自分にとっ
て何なのか分からず、ただなんとなく仕事をする
日々でした。少し何か変えたいな……、と思った
んです。そんなときに「芸妓募集」のポスターを

清 水 芸 妓 置 屋 共 同 組 合 / 伝 統 芸 能

清水の人びとに支えられ、清水を支える仕事
何気ない仕草に品格が宿ります

清水芸妓 小町さん（▲写真右）
清水港に来航した豪華客船のお出迎
えに参加されるなど、観光面でも一
翼担う仕事。現在、新人芸妓募集中。

堀 利行さん

すが、なかなか地道なんです。特定保健用食品の
場合、商品化する上で消費者庁へ申請するのです
が、立ち上げから臨床試験をして、論文にまとめ
るまで１年、その後、審査に３〜７年かかります。
Q トクホへの佐藤園のこだわりは？
　世の中に健康食品って色々あると思うんですけ
れども、やはり日本人の食事に馴染んだ形で、健
康を訴求する。「お茶の剤型・嗜好性・習慣性を利
用して健康になる」ということをコンセプトに味
を組み立てています。単純にお茶をつくるだけじゃ
なくて、機能成分を入れるとその味が出てしまう
ので、通常の美味しいお茶を作るのとは違うやり
方を模索しなくてはいけません。今は国も医療費
を抑えたいという傾向にあり、健康食品の市場は
伸びつづけています。社内的にも、社会的にも力
を入れていきたい分野です。商品の種類を増やし
て、お茶で社会に貢献できればと思っています。

仕 事 の 原 点 ー 「 思 い を 受 け 継 ぐ 」

Q 食薬研究所のお仕事を教えてください。
　佐藤園のはじまりは１軒のお茶農家でした。今
でも栽培から製造・販売を一貫して手がけること
は佐藤園の大事な柱です。そのなかで食薬研究所
というのは、お茶の健康食品や特定保健用食品
の開発・品質管理・成分探索を行う部門。例えば、
食事と一緒に飲むことで食後の糖分の吸収を抑え
るお茶など、今は４種類を展開しています。
Q 大学時代は栄養や食品を学んでいたのですか？
　静岡大学農学部で害虫防除の研究をしていまし
た。大学で学んだことを直接活かせることは少な
いですが、もともとお茶も好きでしたし、健康食
品にも興味があったので入りやすかったですね。
　私の現在の主な業務は特定保健用食品の開発で
す。お茶に含まれる成分や新たに抽出した成分の
機能を調べたり、試作をしたり。商品を買う上で
は見えてこないデータを蓄積して製品化するので

株 式 会 社 佐 藤 園  食 薬 研 究 所 / 茶 や 健 康 食 品 の 開 発 ・ 販 売

美味しくて、身体にやさしいお茶
創業 68 年の茶園が生み出す「トクホ印」が新しい

株式会社佐藤園
創業 68 年。静岡市本山地区に自社
茶園と工場を保有し、栽培から加工、
製品化までを一貫して行っている。
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風間千裕さん

うようになりました。
Q 苦労したことや気もちの変化はありましたか？
　はじめはフリーマガジンを " 作る " ことばかり
にとらわれていました。しかし、読者に " 何を実
現してもらうか " が起点であり、そのきっかけを
最適な方法で届けることが大切だと気付きました。
現在はウェブやアプリとマガジンをどう組み合わ
せるか、イベントをどう運営していくかという広
い視点で考えていく必要があるなと感じています。
Q しずおかオンラインの強みは？
　地元企業ならではの情報感度とフレキシブルさ
がありますね。情報を扱う会社はスピードが重要。
ニーズが多様化し、早いスピードで変化している
からこそ、素早く目的と仮説を立てて、まずはや
りきり、次につなげる。大変ではあるものの、楽
しくポジティブに続けられるのは、この会社の風
通しがいいからこそだと思いますね。

仕 事 の 原 点 ー 「 価 値 を 生 み 出 す 」

Q 雑誌の編集長ってどんなお仕事？
　私は今年入社９年目で、2014 年秋から女性向
けフリーマガジン＆サイト『womo（ウーモ）』の
編集長を務めています。私の役目は、情報を提供
することで " おもしろい " と心を動かすだけでな
く、読者のニーズと掲載クライアントの課題を
マッチさせ、来店や購入といった " 行動 " を生み
出すこと。そして womo が女性にとって、地元
で自由に生き生きと暮らすためになくてはならな
い存在になることを目指しています。
Q 静岡県立大学経営情報学部出身の風間さん。出
版業界に興味をもったきっかけは？
　もともと自分のアイディアやセンスを活かせる
クリエイティブな仕事に憧れがありました。大学
でマーケティングを学び、地元企業の商品開発や
コンサルティングに携わる中で、県内の「まだ知
られていない魅力的な人や財産」を伝えたいと思

株 式 会 社 し ず お か オ ン ラ イ ン / 出 版 ・ メ デ ィ ア

フリーマガジンの使命は " 人を動かす " こと
心だけでなく、行動までも。

株式会社しずおかオンライン
『womo』は県内のグルメ・ビュー
ティー情報や、地元で輝く人々の紹
介を行う月刊誌。毎号 15 万部発行。

私たちが生まれた頃と 20 代の今。この 20 年だけ
でも世の中の仕事はがらっと変わっている。仕事
の自動化により、なくなる仕事と新しく生まれた
仕事。固定観念という枠を外すために、もう一度、
価値を測ろう。

株式会社しずおかオンライン　風間千裕さん

株式会社コスモワーク　倉橋俊輔さん

株式会社ヤマザキ　天野和佳子さん

「価値を生み出す」

仕
事
の
原
点
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天 野和佳子さん

にこだわっています。例えば、地元の契約農家や、
会社で借りた農地で栽培した新鮮な野菜を加工し
たり、出汁も鰹節や鯖節・昆布などからメニュー
ごとに配合を変えて抽出したり。長期的なスパン
でお客様のお役に立てる商品設計をしています。
Q 入社後、天野さん自身の変化はありましたか？
　学生時代から実家暮らしで、本当に料理をしな
かったんです。でも入社後、「自分が作り方を知
らない商品を広められない」と思って料理を作り
始めました。作ってみて料理や母の大変さを実感
して、だからこそこういう商品が役に立てばいい
なと思うようになりました。当時、母に「もう一
品シリーズ」のポテトサラダを食べてもらったこ
とがあるんですけど、初めは「美味しいの？」っ
て疑っていたんです。今では「美味しい」って生
活の一部に取り入れてくれています。お母さんた
ちが安心して使える味を追求していきたいです。

仕 事 の 原 点 ー 「 価 値 を 生 み 出 す 」

Q 127 年続く惣菜メーカーが生み出す商品って？
　煮豆や惣菜類の製造を行っていますが、15 年
ほど前から「真空パウチ」に入ったお惣菜に力を
入れています。高温殺菌のレトルト食品と違って、
私たちが作っている真空パウチの商品は低温殺菌。
袋内の酸素を追い出すことで酸化させずに日持ち
させます。賞味期限は 30 日ほどなのでレトルト
食品よりも短いですが、低温殺菌である分、野菜
の素材感を再現できるんですよ。
Q 素材の味にこだわる原点はどこから？
　衣食住のなかで食以外は分業化が当たり前の時
代です。共働きも増え、ますます料理をすること
が難しくなっていくと思います。ポテトサラダや
きんぴらごぼうなど、当社のお惣菜を必要な時に
一品追加していただくことで食卓を豊かにするお
手伝いができたらなと思います。そのために家庭
の作りたての味を再現できるように原料や加工法

株 式 会 社 ヤ マ ザ キ / 総 合 惣 菜 メ ー カ ー

世のため、お母さんのため。
「もう一品ほしいな」に応える食卓の提案

株式会社 ヤマザキ
明治 23 年創業。「家庭料理の豊富
なメニューを再現する」という理念
のもと、煮豆や惣菜類の製造を行う。

倉 橋 俊輔さん

Q 合理性よりも重要なこととは？
　人から好意を寄せられる人や、他者の利益を優
先できる人の方が、仕事や商売はうまくいくんだ
と思います。僕は母子家庭で、学生生活は大学と
バイト先の居酒屋との往復でした。ほぼ毎日、２
〜４コマまで大学、17 時から翌２時までバイト
という生活です。経済的には困りませんでしたけ
ど、時間や気持ち的に余裕はありませんでしたね。
仕事を通して社内外の人と接していく中で、自分
も得たご縁を大切にして関わってくれる人を幸せ
にできるようになりたいと思うようになりました。
Q 倉橋さんの今後の目標を教えてください。
　学生時代は自分の生き方や仕事に対して、計画
的な面がありました。でも、いろんなご縁があっ
て、僕はこの会社で働いています。今の目標は勤
めている会社を大きくすることです。最近は朝活
など、社外でのネットワークを大事にしています。

仕 事 の 原 点 ー 「 価 値 を 生 み 出 す 」

Q 保険代理店の営業のお仕事って？
　損害保険や生命保険の販売や、財務・資産形成
のアドバイスなどを行っています。車の買い替え
に伴って保険の見直しを考えている個人のお客様
や、店舗や工場など当社で保険契約されている法
人のお客様のリスクコンサルティングなど、相談
は様々です。
Q 今の仕事に就いたきっかけは？
　学生時代から起業することが夢で、それが仕事
を選ぶ大きな軸になっていました。新卒で入社し
たのは証券会社。どの商売でも営業は必要ですか
ら、経験を積むために営業職が厳しそうな業界を
選んだんです。でも、社会人経験を積むにつれて、
そういった理屈・合理性よりも重要なことがある
と気づいたんです。そんな思いを持ちながら転職
活動をしていた所に、もともと交流のあった今の
会社の社長に声をかけてもらい入社しました。

株 式 会 社 コ ス モ ワ ー ク / 保 険 代 理 店

知ることは自分が変わること
それが「仕事上のコミュニケーション」のミソ

株式会社コスモワーク
静岡市駿河区の保険代理店。損害保
険や生命保険の販売、個人・法人の
リスクコンサルティングを行う。
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玉川大学キャリアセンター 係長。
稲木さんが仕事のやりがいを感じる
瞬間は、「学生が笑顔で卒業してい
く姿を見れたとき」だそう。
http://www.tamagawa.jp/university/

守ることは選ぶこと

一般社団法人ワークルールは静岡県を拠点に、全
国の若者に働く上で必要になるワークルールを伝
えようと講座の実施やハンドブックの配布を行っ
ています。講座申込・詳細は HP をチェック！

－どのようなキャリア支援を行っていますか？
　本学の就職支援は「FACE to FACE」をモットー
に、対面での支援を大切にした学生の社会的・職
業的自立を支えています。いわゆる就職テクニッ
クに留まることなく、学生個々が学生生活を振り
返り将来展望する就職活動全般を通じた教育活動
と捉えています。そのためスタッフは学部担当制
をとり、より細かく就職活動学生の状況把握に努
め、個別支援を行っています。その結果、活動を
通した学生の成長も功を奏し自ずと内定実績へと
繋がっています。
－これまでに労働法などを扱った講座を実施した
ことはありますか？
　毎年、労働法に関する内容は講座として実施し
ていますが、昨年から若者雇用促進法が施行され
たことにより、就職活動を行う学生には今まで以

上に理解して欲しいと思いました。まず、学生は
法律によって守られているということを知って欲
しい。それが、固定残業代や離職率、以前は見つ
けることができにくかった採用情報なども入手可
能になったということです。今回はこれら法改正
を正しく理解し、就職活動に活かして欲しいと思
い、お願いしました。
－これから働きはじめる・就活をはじめる学生へ
伝えたいことは？
　「ブラック企業」という言葉がメディアで取り
沙汰されることで社会に出ることを過剰に怖く感
じてしまっている学生もいます。気をつけなけれ
ばならないのは、情報を精査することです。どこ
から出た情報なのか、を正しく知り、判断するこ
とが重要です。肝心なことは “自ら” 行動するこ
とです。インターネットの情報だけではなく、卒
業生から仕事の話を聞く、会社訪問をする事も大
切です。

稲木一恵さん

ワークルール講座

18 歳からはじめるキャリア道
〔玉川大学 キャリアセンター〕

全国の大学などで 101 回実施！
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ん
だ
よ
ね
。

—
—

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　
理
解
あ
る
使
用
者
が
言
う
こ
と
は
ね
、「
権
利
を

教
え
る
の
は
い
い
け
ど
、
権
利
主
張
の
仕
方
も
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
ま
あ
本
音
だ
ろ
う
な
と

思
う
け
ど
、人
間
的
な
資
質
の
レ
ベ
ル
で
は
、「
ル
ー

ル
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
相
手
に
主
張
す
る
と
い
う

資
質
」
と
「
う
ま
く
的
確
に
相
手
に
伝
え
る
資
質
」、

こ
の
２
つ
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
。

　
大
学
で
も
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
い
う
授

業
が
あ
る
け
ど
、
働
い
て
い
る
時
に
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
対
処
法
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

培
っ
て
い
な
い
能
力
な
ん
だ
よ
。
人
生
い
か
に
生

き
る
か
と
い
う
こ
と
が
焦
点
に
な
り
が
ち
だ
か
ら

ね
。
日
常
生
活
で
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
場
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
し
、
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、要
は
社
会
全
体
が
「
営
業
ト
ー
ク
」。

相
手
に
何
か
を
売
り
込
む
た
め
と
か
、
嫌
な
思
い
を

さ
せ
な
い
た
め
の
技
術
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
と
ル
ー

ル
の
実
現
と
い
う
の
は
実
は
両
立
し
な
い
。

　
は
っ
き
り
言
っ
て
、
嫌
わ
れ
な
い
で
大
人
の
話
が

で
き
る
よ
う
な
能
力
を
持
つ
人
は
少
な
い
ん
だ
よ
。

そ
う
い
う
社
会
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
に
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
は
根
付
か
な
い
。
僕
は
よ
く
言
っ
て
い
る
ん
だ
け

ど
、
嫌
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、
例
え
ば
マ
ツ
コ
・
デ

ラ
ッ
ク
ス
み
た
い
に
う
ま
く
仮
面
を
か
ぶ
る
こ
と
を

し
な
が
ら
も
の
を
言
う
し
か
な
い
。
そ
れ
は
難
し
い

の
で
、
表
現
の
仕
方
が
下
手
で
も
、
権
利
主
張
す
る

資
質
を
教
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ね
。

　
じ
ゃ
あ
、
何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
の
は
、
あ

る
種
、
広
い
も
の
の
考
え
方
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

か
ら
非
常
に
難
し
い
。
大
き
く
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
的
な
緊
急
避
難
的
な
世
界
、
契

約
法
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
労
働
基
準
法
、
権
利
を
実

現
さ
せ
る
上
で
必
要
な
労
働
組
合
法
を
教
え
る
と
い

う
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
け
ど
、
今
の
日
本
で
は

最
初
の
２
つ
を
教
え
る
と
い
う
の
が
主
流
か
な
。

　
で
も
僕
は
、
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
に

お
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
一
番
い
い

教
材
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
飲
食
店
で
１
０
０
０
円

の
お
皿
を
不
注
意
で
割
っ
た
場
合
に
、
会
社
は
そ
の

人
に
損
害
費
用
を
請
求
で
き
る
と
思
う
？

—
—

不
注
意
で
あ
れ
ば
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
、
た
く
さ
ん
割
っ
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ

う
？ 

世
の
中
、
す
ご
く
不
注
意
な
人
が
い
て
、
毎

日
２
枚
く
ら
い
割
っ
て
し
ま
う
。
で
も
故
意
に
や
っ

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
会
社
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る

と
思
う
？

—
—

う
ー
ん
、
…
…
全
額
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
の
う

ち
の
２
割
と
か
部
分
的
に
請
求
し
ち
ゃ
い
そ
う
で
す
。

嫌
わ
れ
な
い
で
「
大
人
の
話
」
は
で
き
な
い

権
利
主
張
の
仕
方
は
非
常
に
難
問
で
す

—
—

「
働
く
」
を
取
り
巻
い
て
い
る
世
の
中
の
現
状

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
は
労
働
時
間
の
規
制
を
受
け
な
い
よ
う
な
多

様
な
働
き
方
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
け

ど
、
実
は
そ
こ
で
欠
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
ん
だ

よ
。
個
人
事
業
主
的
な
生
き
方
が
増
え
て
い
く
の
は

い
い
と
思
う
。
で
も
、
世
の
中
、
成
功
し
て
い
る
人

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
何
か
あ
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
を

ど
う
す
る
か
、
そ
の
議
論
も
な
く
て
は
困
る
。
若
い

う
ち
は
能
力
も
あ
っ
て
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

結
婚
後
・
中
年
に
な
っ
て
も
持
続
で
き
る
か
が
重
要
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
イ
フ
」
の
基

礎
は
お
金
だ
か
ら
ね
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
い
か

に
つ
く
る
か
と
い
う
議
論
が
大
事
だ
と
思
う
よ
。

　
国
が
進
め
る
働
き
方
改
革
を
考
え
る
上
で
も
、
中

間
的
な
社
会
的
集
団
、
つ
ま
り
職
場
に
お
け
る
役
割

を
考
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
国
の
法
律
と
個
人
の

自
立
性
だ
け
で
や
っ
て
い
く
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。

今
回
の
電
通
も
結
局
、
長
時
間
労
働
で
国
の
労
働
基

準
監
督
署
が
指
導
に
入
っ
た
よ
ね
？ 

職
場
に
お
け

る
社
会
的
集
団
、
つ
ま
り
労
働
組
合
が
職
場
の
問
題

を
ど
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
の

薄
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
働
き
方
と
い
う
の
は
個
人
の
問
題
だ
け
で

は
な
い
か
ら
ね
、
そ
の
う
ま
い
補
助
線
が
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
の
も
一
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
し
て
も
、
同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
個
人
も
職
場
集
団
も
な

か
な
か
で
き
な
い
。
働
き
方
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
、

純
粋
な
労
働
法
だ
け
で
は
う
ま
く
対
処
で
き
な
い
領

域
も
増
え
て
い
る
か
ら
一
層
ね
。
さ
ら
に
言
う
と
、

個
人
の
職
務
評
価
を
組
合
と
使
用
者
が
対
等
な
立
場

で
議
論
す
る
こ
と
は
も
っ
と
難
し
い
。
で
も
、
一
定

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
る
か
ら
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
職
場
の
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
は
で
き

る
と
思
う
。

—
—

法
律
だ
け
で
チ
ェ
ッ
ク
し
き
れ
な
い
部
分
を
ど

う
す
る
ん
で
す
か
？

　
労
働
法
は
、
使
用
者
を
含
ん
だ
一
つ
の
社
会
的
な

約
束
で
す
。
一
人
が
知
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
は
な

く
て
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
な
い
と
困
る
。
だ
か
ら

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
が
必
要
な
ん
だ
よ
ね
。

　
近
年
で
は
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
同
じ
。
今
は
生
活

の
た
め
に
働
い
て
い
る
学
生
も
い
る
し
、
会
社
も
労

働
力
と
し
て
み
な
し
て
い
る
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
学

校
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
が
近

年
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
な
ぜ

教
え
る
の
か
、
と
い
う
の
は
比
較
的
説
明
し
や
す
い

ん
だ
け
ど
、
何
を
ど
う
・
誰
が
教
え
る
か
が
難
し
い

電
通
社
員
が
長
時
間
労
働
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
件
以
来
、

雇
う
側
に
も
雇
わ
れ
る
側
に
も
ど
こ
か
緊
張
感
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
よ
う
感
じ
ま
す
。

今
の
世
の
中
、
ど
ん
な
働
き
方
が
理
想
な
の
？ 

教
え
て
、
道
幸
先
生
！

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
れ
ば
そ
れ
を
正
す
文
化
も
あ
る
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15 14

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
回
避
！

新
し
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
形

　
過
度
な
シ
フ
ト
や
ノ
ル
マ
の
強
要
な

ど
、
人
手
不
足
で
悩
む
コ
ン
ビ
ニ
を
中

心
に
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
巻
き
込
ま

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
材
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
株
式

会
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
ン
グ
（
以
下 

Ｏ
Ｓ
）

が
新
た
に
始
め
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
向
け
の
人
材
サ
ー
ビ
ス
は
、
学
生

の
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
両
立
を
可
能

に
す
る
も
の
で
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
の
は
株
式
会

社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
（
以
下 

Ｏ
Ｔ
Ｓ
） 

。
派
遣
先

で
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
、

Ｏ
Ｔ
Ｓ
に
会
員
登
録
し
て
い
る
派
遣
ス

タ
ッ
フ
を
つ
な
ぎ
、
予
定
に
合
わ
せ
て

人
材
派
遣
を
依
頼
、
お
仕
事
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
全
国
の
政
令
指
定
都
市
へ
と
広
が
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
、
学
生
注
目
の
ア
ル

バ
イ
ト
情
報
で
す
！

も
っ
と
自
由
に
、
も
っ
と
気
軽
に
。

『
す
き
ま
ア
ル
バ
イ
ト
』
の
ス
ス
メ

　
な
か
な
か
い
い
ね
。
少
し
事
例
は
違
う
け
ど
、
交

通
事
故
の
過
失
で
４
分
の
１
の
請
求
を
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
今
回
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

こ
の
人
に
は
お
皿
を
持
た
せ
な
い
方
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
か
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
ら
辞
め
て
も

ら
う
と
か
。
ス
ト
ー
リ
ー
で
考
え
て
議
論
し
て
い
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
。

　
こ
う
い
っ
た
働
く
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
な
ど
、

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
法
律
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
判
断
材
料
が
な

い
か
ら
こ
そ
、
答
え
を
知
る
と
い
う
よ
り
も
一
緒
に

考
え
て
い
く
と
い
う
土
壌
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。

職
場
で
日
常
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
あ

る
程
度
合
理
的
な
ル
ー
ル
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
、
本
来
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
基
礎
だ
か
ら
ね
。

　
以
前
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
っ
た
時
は
ね
、「
権

利
主
張
す
る
の
は
変
だ
」
と
学
生
か
ら
言
わ
れ
た
ん

だ
よ
。そ
の
人
は
長
時
間
働
き
た
い
、と
。で
も
、「
自

分
が
働
く
の
は
い
い
け
れ
ど
、他
人
を
ど
う
す
る
？
」

と
い
う
質
問
を
す
る
と
難
し
い
ね
。
ル
ー
ル
と
い
う

の
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
労

働
時
間
は
な
ぜ
１
日
８
時
間
・
１
週
40
時
間
と
定
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
は
じ
め
か
ら
建
前
だ
け
を
言
う

の
は
ど
こ
か
信
頼
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
本
音
を

言
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
後
、
議
論
し
て
い
く
。
今
、

働
く
上
で
必
要
な
の
は「
議
論
」な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

自
分
の
た
め
だ
け
に
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

議
論
あ
り
き
で
ル
ー
ル
を
使
う

北
海
道
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学 

名
誉
教
授
。
専
門
は
労

働
法
。
平
成
19
年
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

職
場
の
権
利
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表
理
事
。
主
な
著
書
に『
15
歳
の
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
』『
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
』
な
ど
、ま
さ
に
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
の
生
み
の
親
。

２
０
１
７
年
４
月
に
出
版
さ
れ
た
道
幸
先
生
の
最
新
の
書

籍
。
労
働
組
合
法
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
、
入
社
か
ら
退
職
す
る
ま
で
に
知
っ
て
お
き
た
い
労
働

法
に
関
す
る
知
識
・
事
例
が
15
章
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
て

い
る
。
最
終
章
で
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
に
も
触
れ
、
労

働
契
約
上
の
権
利
・
義
務
の
重
要
性
を
訴
え
か
け
る
一
冊
。

北
海
道
大
学
法
学
部
や
放
送
大
学
の
教
材
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

道
幸
哲
也
先
生

『
雇
用
社
会
と
法
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
）

道
幸
哲
也 

著

法
学
入
門
に
お
す
す
め
！



　
な
ぜ
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
と
い
う
と
、

我
々
の
事
業
の
メ
イ
ン
は
労
働
役
務
の

提
供
で
す
。
求
人
会
社
と
就
労
者
の
間

に
立
っ
て
、
明
る
い
労
働
環
境
を
創
出

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
人
材
の
定
着
に
も
つ
な
が
り
、
ま

た
新
た
な
フ
ァ
ン
を
呼
ぶ
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
技
能
や
技
術
を

蓄
積
し
て
い
け
る
会
社
に
な
り
、
総
合

的
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
求
人
会
社
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
し
、
就
労
者
に

対
し
て
ご
紹
介
す
る
お
仕
事
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
を
行
う
一
方
で
、
就
労
者
に
は

事
前
に
研
修
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
サ
ー
ビ
ス
も
10
時
間
の
充
実
し

た
研
修
が
あ
り
、
安
心
し
て
お
仕
事
を

始
め
て
頂
け
る
環
境
作
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
求
人
会
社
と
就
労
者
双
方
に
と
っ
て
、

弊
社
を
通
し
て
就
労
す
る
こ
と
で
、
時

間
を
豊
か
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
そ
う
い
っ
た
会
社
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視

学
生
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

—
—

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
た
背
景
は
？

　
一
つ
は
、社
会
課
題
で
も
あ
り
、サ
ー

ビ
ス
業
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
労
働
人

口
の
減
少
で
す
。「
人
手
不
足
に
悩
む

事
業
主
に
人
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
。
労
働
者

に
も
働
き
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
事
業
や
社
会
を
伸
ば
す
」。
こ

れ
は
Ｏ
Ｓ
が
常
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

マ
イ
ン
ド
で
す
。
同
時
に
、
三
次
産
業

は
成
長
の
見
込
み
が
あ
る
分
野
で
す
か

ら
、
会
社
と
し
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
向
け
の
人
材
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
６
０
０
０
人
以
上
が

活
用
し
て
い
ま
す
。
学
業
の
合
間
を

ぬ
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
学
生
や
、
バ
ン
ド
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
他
に
何
か
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方

が
就
労
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
で
働
く
こ
と
は
、

学
業
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

働
く
こ
と
に
対
す
る
意
欲
ま
で
失
っ
て

し
ま
い
、
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
強
み
の
一
つ

と
し
て
、
取
引
先
に
は
一
定
の
取
引
基

準
を
設
け
て
い
ま
す
。
顧
客
の
財
務
状

況
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
の
過
去

歴
、
反
社
会
勢
力
と
の
つ
な
が
り
な
ど

を
調
査
し
て
、
仮
に
問
題
が
あ
れ
ば
取

引
を
し
ま
せ
ん
。
特
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
は
重
視
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
の
人
材
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
現
在
は
都
内
を
中
心
に
展
開
。

株
式
会
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

佐
保
執
行
役
員
自
身
、
高
校
卒
業
後
の
２
年

間
は
特
に
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な

い
中
、
地
元
の
短
期
大
学
に
進
学
。
学
費
の

た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
を

過
ご
す
も
、「
バ
イ
ト
ば
か
り
で
は
学
業
に

専
念
で
き
な
い
」。
２
年
目
以
降
は
奨
学
金

の
支
援
を
得
て
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
そ

う
。
自
ら
の
苦
い
経
験
か
ら
「
学
生
に
対
し

て
学
業
と
両
立
可
能
な
働
き
方
を
提
案
で

き
た
ら
」
と
思
い
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

執
行
役
員 

雇
用
戦
略
管
掌 

佐
保
秀
一
さ
ん

バ
イ
ト
ば
か
り
で
単
位
が
取
れ
な
い

倫
理
観
を
も
っ
た
働
き
方
の
提
案

【サービス人物相関図】

派遣元（OTS）

派遣スタッフ
（あなた）

派遣先（コンビニ）
労働者派遣契約

雇用契約 指揮命令関係
・就業条件の通知
・給与の支払い

・仕事に関する指示
・労働の提供

① 8 〜 12 時間の研修
コンビニでのお仕事はレ
ジ業務が中心。事前に研
修を行い、安心してお仕
事ができるようサポート

（研修中のお給料あり）。

②お仕事の予約 
メールか専用 WEB サイ
トでお仕事のできる日を
連絡。希望の週の前々週
日曜日 17:00 までに送る
とスムーズ！

③お仕事情報の連絡 
お仕事が決まると、勤
務 日 前 日 18:00 ま で に
OTS から仕事内容の詳
細と、契約内容が記載さ
れたメールが届きます。

④勤務当日 
コンビニでのお仕事はレ
ジ業務を中心に、品出し・
清掃など。事前研修や充
実サポートがあるので初
勤務でも安心！

【お仕事の流れ４コマレクチャー】

まずはアウトソーシングトータルサポート（OTS）に会員登録！
OTS と雇用契約を結び、派遣スタッフとしてコンビニの店舗へ向かいます。

自分の都合の良い時にお仕事できる、その流れをチェック！

17 16
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林 ありささん

Q 入社３年目。働くことを通しての変化は？
　１年前、軸の太さ 2mm、軸の長さ３mmとい

うとても小さなねじを作ることがありました。爪

を使ってようやく持てるような、細く短い、加え

て頭は大きい形状で作るのが難しかったです。こ

の仕事は素材の特性や形状によって必要になる技

術や知識は変わってきます。「ここまできたら仕

事が手に馴染む」というゴールはないのかもしれ

ないですけど、成長を感じることの多い仕事です。

Q これからの林さんの目標を教えてください。
現在、当社が国内トップシェアのステンレスねじ

に代わるチタン合金の加工に挑戦しています。軽

量で強度が高いため、切削加工に頼るところが多

い中、圧造加工できる会社は全国的にも珍しく数

社しかありません。今は大量生産・大量消費のビ

ジネスはもうできない時代です。技術力や知識を

深めて会社や社会に貢献していきたいですね。

仕 事 の 原 点 ー 「 成 長 で き る 場 所 」

Q ねじの製造ってどんなお仕事？
　ステンレスなどの素材を金型に押し込んで、ね

じの頭・軸の部分を作ったあと（圧造）、軸のギザ

ギザの部分は転がして作ります（転造）。機械化さ

れているので正しくセッティングすればその形に

なりますが、同じ機械・同じ材料を使っても出来

上がりは全く違うのが面白いです。難しいのは金

型の調整。コンマ何mmの世界で美しさが変わ

る、機械化できない繊細な手仕事です。

Q 大学時代は静岡大学人文社会科学部で経済を
学んだ林さん。仕事を選んだきっかけは？
　もともと私はものづくりに興味があったんです。

興津螺旋の会社説明会で、ねじの製造現場で働く

女性「ねじガール」の存在を知って、「女性でも

ものづくりができるんだ」と一層興味が湧きまし

た。初代ねじガールも文系学部出身だったので学

部の枠にとらわれることはありませんでした。

興 津 螺 旋 株 式 会 社 / ね じ 部 品 の 設 計 ・ 製 造 ・ 販 売

アナログな手間を重ねて生まれる美しさ
品質も現場もまさに「超絶 凄ワザ！」です

興津螺旋株式会社 
昭和 14 年に木ねじ工場として創業
したねじメーカー。現在はステンレ
スねじで国内 No.1 の生産量を誇る。

仕
事
の
原
点

私たちは物心つく頃から学校という一つの「社
会」に属していた。仕事というのは、一種の精
神安定剤のようなもので、その自分を認めても
らえる場所は、私たちの心に程よいゆとりと向
上心をもたらしてくれる。

株式会社興津螺旋　林ありささん

おひさまの森保育園　三輪成美さん

ダイロクキッチン　荒武優希さん

「成長できる場所」
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荒武優希さん

ることがあるかもしれない」と思い立ったんです。
Q 現在、課題に感じていることはありますか？
　稲取に引っ越してからの１年、後輩が引き継い
でくれている空き家改修プロジェクト・ダイロク
キッチン・地域おこし協力隊という３つの組織に
携わってきました。僕の給料は地域おこし協力隊
からいただいていますが、協力隊には３年という
任期があります。あと２年でダイロクをどれだけ
地域に根付いた場所にしていけるかが正念場です。
Q コミュニティの力ってどんなもの？
　地元の横浜に僕にとって大切な場所があります。

「ブランコ公園」って呼んでいたんですけど、そ
こへ行くと色んな世代の方がいる。何もないとこ
ろなんですけど、４個上のお兄さんが工夫して遊
びを考えてくれて、そこで起こっていることがと
にかく楽しかったんです。今思い返せば、そのお
兄さんみたいな人になりたいのかもしれませんね。

仕 事 の 原 点 ー 「 成 長 で き る 場 所 」

Q ダイロクキッチンはどのような場所ですか？
　東伊豆町の使われなくなった消防団器具置場を
改修したシェアキッチンで、僕が学生時代に所属
していた団体で改修を行いました。卒業後、僕は
東伊豆町の地域おこし協力隊に所属しながらダイ
ロクキッチンの管理人を務めています。地元の稲
取高校の被服食物部とのカフェや、写真家や落語
家を招いたワークショップを行っています。
Q どんな学生時代でしたか？
　芝浦工業大学で建築を学んでいました。修士１
年の頃に建築の知識を実践で活かそうと「空き家
改修プロジェクト」をはじめて、最初に取りかかっ
たのがダイロクの改修です。少子化や人口流出が
進む稲取の一つのコミュニティスペースになれば
いいなと思いながら進めましたが、役場や地元の
方たちが自分たちのことを気に入ってくれたんで
す。それが嬉しくて、「ダイロクを軸に何かでき

ダ イ ロ ク キ ッ チ ン / 地 域 づ く り ・ 空 き 家 改 修

はじまりは一軒の空き家改修
行き着くところは、やっぱり居心地。

ダイロクキッチン
元消防団器具置場を芝浦工業大学の
学生が改修。シェアキッチンとして
東伊豆町稲取の多世代交流拠点に。

三輪成美さん

Q 小規模保育園を選んだ理由は？
　最初は幼稚園よりも預かる時間が長く、より子
どもの成長に関われる保育園がいいなと思ってい
ました。でも、就職活動で小規模保育園を見学し
て、自分のクラスだけでなく園に通ういろいろな
年齢の子を見ていけることに魅力を感じたんです。
Q 苦労したことやたまらなくうれしい瞬間は？
　私は１歳さんを担当していますが、初めは泣い
ている子への声のかけ方が全然わからなくて……。
声をかけてもずっと泣いてしまっている時は、ク
ラスを越えて先生方が一緒に悩んだり案を出した
りしてくれて、徐々にその子の特徴を掴めるよう
になりました。一緒に働いている人たちに支えら
れているなと感じますし、人見知りをしていた子
が自分から「おはよう」って抱きついてくれたり
すると、本当にうれしい。「早く子どもたちに会
いたい、先生方に会いたい」と思える職場です。

仕 事 の 原 点 ー 「 成 長 で き る 場 所 」

Q 保育士ってどんなお仕事？
　日によって違いますが、子どもたちが登園して
からお迎えが来るまで、お散歩や壁面に貼る絵の
制作・感触遊びなど子どもたちの成長にあわせた
遊びを行っています。他にも「連絡ノート」とい
うお母さんたちとの交換ノートのようなものがあ
るので、子どもたちがお昼寝している時間はノー
トに園での様子を記入したり、家での様子や食べ
たものをチェックしたりしています。家での様子
がわかるとその子の性格も掴みやすくなるんです。
Q 保育士になりたいと思ったのはきっかけは？
　小学生の頃に、弟やちょうど生まれたばかりの
従姉妹のお世話をしはじめたことがきっかけです。
保育学部のある大学へ進学して、実習では子ども
たち一人一人の成長を見ていく難しさも感じまし
たが、子どもが大好きだったので「保育士になり
たい」という思いは変わりませんでした。

中 田 お ひ さ ま の 森 保 育 園 / 保 育 士

幼い頃からの夢が叶ったこと以上に
「うれしい」と思える瞬間がたくさんあります

おひさまの森保育園
女性の「輝く」を応援する株式会社
女性イキイキカンパニーが運営する
静岡市の小規模認可保育園。

※小規模保育園…19 人以下で０歳児から２歳児のみをお預かりする保育園
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厚
生
労
働
省
で
は
次
代
を
担
う
若
者
の
雇

用
・
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
正
社
員

就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省

若
年
者
雇
用
対
策
室

（
ア
）
～
（
ウ
）
の
３
類
型
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
１
つ
以
上
の
情
報
の
提
供
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
ア
）
募
集
・
採
用
に
関
す
る
状
況
…
…
過
去

　

 

３
年
度
の
新
卒
採
用
者
数
・
離
職
者
数
な
ど

　
（
イ
）
職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
に
関
す
る
状

　

 

況
…
…
研
修
の
有
無
・
内
容
な
ど

　
（
ウ
）
雇
用
管
理
に
関
す
る
状
況
…
…
前
年
度

　

 

の
所
定
外
労
働
時
間
の
実
績
な
ど

　
企
業
の
職
場
情
報
を
得
る
こ
と
で
、
就
労

実
態
等
の
職
場
環
境
を
理
解
し
た
上
で
、
応

募
す
る
企
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
学
卒
求
人
を

出
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
求
人
票
の

中
に
職
場
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
若
者
雇
用
促
進
総
合
サ
イ
ト
」
で
は
、

若
者
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
情
報

を
検
索
し
、
各
企
業
の
職
場
情
報
を
比
較
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
利
用
の
際
の
、
個
人
情
報

の
登
録
は
不
要
で
す
）。
さ
ら
に
、
こ
の
サ
イ
ト

で
は
就
職
の
た
め
の
相
談
窓
口
も
御
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度
は
、
若

者
の
雇
用
管
理
の
状
況
が
優
良
な
中
小
企
業

（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
３
０
０
人
以
下
）
を
、

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。
平

成
27
年
10
月
１
日
の
制
度
開
始
以
来
、
全
国

で
１
６
２
社
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成

29
年
１
月
末
現
在
）。

　
若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
、
雇
用

管
理
が
優
れ
て
い
る
地
元
の
中
小
企
業
は
大

企
業
以
外
に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
認
定
企

業
は
、
離
職
率
、
労
働
時
間
、
有
給
休
暇
の

取
得
等
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

優
良
な
中
小
企
業
で
す
。

　
先
ほ
ど
御
紹
介
し
た
「
若
者
雇
用
促
進
総

合
サ
イ
ト
」
で
は
、
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企

業
の
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
企
業
が

認
定
さ
れ
て
い
る
の
か
検
索
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
都
道
府
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
を
対

象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

〈右サイトの
QR コード〉

『
若
者
雇
用
促
進
法
で
変
わ
る
こ
と
』

厚
生
労
働
省 

若
年
者
雇
用
対
策
室

　
就
活
生
も
気
に
な
る
具
体
的
な
企
業
の
就

労
実
態
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み

が
若
者
雇
用
促
進
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
身
を
厚
生
労
働
省
若
年
者
雇
用

対
策
室
に
聞
き
ま
し
た
。

§

　
若
者
雇
用
促
進
法
（
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
）
は
、
若
者
の
適
切
な
職
業
選

択
の
支
援
に
関
す
る
措
置
、
職
業
能
力
の
開

発
・
向
上
に
関
す
る
措
置
等
を
総
合
的
に
定

め
た
法
律
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
①
一
定
の
労
働
関
係
法
令

違
反
が
あ
っ
た
事
業
所
の
新
卒
者
を
対
象
と

し
た
求
人
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
受
け

付
け
な
い
求
人
不
受
理
制
度
、
②
平
均
勤
続

年
数
や
研
修
の
有
無
及
び
内
容
と
い
っ
た
就

労
実
態
等
の
職
場
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み
、

③
若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
雇
用
管

理
の
状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企
業
を
厚
生

労
働
大
臣
が
認
定
す
る
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
②

と
③
に
つ
い
て
詳
し
く
御
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
職
場
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み

に
つ
い
て
で
す
。
新
卒
者
等
で
あ
る
こ
と
を

条
件
と
し
た
募
集
・
求
人
申
込
み
を
行
う
場

合
に
、
幅
広
い
職
場
情
報
の
提
供
が
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
募
集
・

求
人
へ
の
応
募
を
考
え
て
い
る
人
や
応
募
者

は
、
企
業
に
対
し
て
職
場
情
報
の
提
供
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
応
募
者
が
直
接
求

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
職
業
紹
介
事
業
者
等
を
通
し
て
求
め
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
企
業
は
、
次
の

若
者
雇
用
促
進
総
合
サ
イ
ト
で
は
、
若
者

の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
雇
用
管
理
の

状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企
業
で
あ
る

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
も
閲
覧

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
登
録
の
際
は
個
人
情
報
の
入
力
不
要
。

お
気
軽
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

若
者
雇
用
促
進
総
合
サ
イ
ト
で

こ
の
マ
ー
ク
の
企
業
を
チ
ェ
ッ
ク

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定

マ
ー
ク
に
注
目
！

労働法コラム



『なぜ、普通の学生が新しい試みを実行し、リーダーシッ
プを発揮することができたのでしょうか？ （中略）一番
大きな成功要因は、本人が「立場をとる」ことを決意し、
自主的に PDCA サイクルを回したことに間違いはないの
です』

い
昼
休
み
に
講
座
を
実
施
。
内
定
か

ら
入
社
ま
で
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き

た
い
ポ
イ
ン
ト
、
給
与
明
細
・
求
人

票
の
見
方
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
見
極

め
方
な
ど
、
企
業
数
も
多
く
選
択
肢

が
幅
広
い
な
か
で
、
学
生
が
一
つ
の

指
標
を
得
ら
れ
る
内
容
で
す
。

　
参
加
し
た
平
松
里
苗
さ
ん
（
国
際

関
係
学
部
３
年
）
も
、「
労
働
条
件

が
記
さ
れ
た
書
面
の
確
認
は
自
己
責

任
の
側
面
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
就
活
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
講
座
は
全
国
の
大

学
を
巡
回
中
！ 

飛
び
込
み
参
加
も

大
歓
迎
で
す
】　

　
ア
ル
バ
イ
ト
、
就
活
、
会
社
に
勤

め
は
じ
め
た
と
き
…
…
。
い
ろ
い
ろ

と
あ
る
け
れ
ど
、
働
く
上
で
の
労
働

法
や
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
「
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
」
を
意
識
す
る
の
は
、
働
き

は
じ
め
て
か
ら
と
い
う
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
「
大
事
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
て
も
、
働
い
て
み
な
い
と
興
味

が
出
て
こ
な
い
」。
２
０
１
６
年
度
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
講
座
の
学
内
で
の
実

施
を
決
め
た
静
岡
県
立
大
学
キ
ャ
リ

ア
支
援
室
の
馬
場
美
康
さ
ん
は
、「
法

律
」
の
も
つ
現
実
的
な
近
寄
り
が
た

さ
に
悩
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
た
そ
う
。

　
そ
こ
で
、
通
常
の
講
義
時
間
の
90

分
で
は
な
く
、
学
生
が
参
加
し
や
す

受講者のビフォーアフター！
〈今回のワークルール講座開催場所〉静岡県立大学

ワークの回覧板

アルバイトは有給が取れないイ
メージがあったけど、「がんばっ
てくれてるしお店の繁忙期じゃな
ければ取ってもいいよ」と店長が
言ってくれました。友達と旅行に
行けて、バイトも頑張ろうって思
えました！（大学４年 T・S さん）

Black or White ？
バイトの喜劇と悲劇

ワ
ー
ク
の
名
著

「今すぐバイトを辞めたい」と思っ
てネットで調べたら、「14 日前ま
でに申告すれば法律上は大丈夫」
と書いてあったので、期限ギリギ
リでしたが申告。でも「そんな直
前に言うのは非常識」と言われて
しまった。（大学３年 N・W さん）

本著（廣瀬泰幸著 . 東洋経済新報社 . 2015）より

学生生活のヒントが見える！『新卒採用基準 ー面接官はここをみている』

も
う
ダ
メ
…

ハ
ッ
ピ
ー
！

近 年、労働時間の長さではなく成果で評価さ
れる人が増えてきました。働き方の多様化

にあわせ労働時間の規制をはずすという動きが一
部でありましたが、そんな中で起きたのが電通社
員の自殺事件。ガラッと状況が変わってきました。
　日本の労働基準法には１日８時間・１週 40 時
間という労働時間の原則があります。しかし例外
があって、「25％以上の割増賃金を支払う」「会
社と労働者の代表との間で協定（36 協定）を結び、
労働基準監督署に届出する」、これらを果たせば
時間を超えて働かせることができます。要は「会
社が一方的に残業を命じることは理屈上はできな
い」。……というのが、もともとの法の趣旨でし
たがこれがザルでした。
　36 協定には残業時間の上限が定められていま
すが、現実には 36 協定を知らない労働者が多数。
さらに、特別条項付き 36 協定を結ぶと、特別な

事情があれば 36 協定で定められた労働時間の上
限を超えられます。つまり労働時間は青天井にな
る。今回の電通事件により、労働時間の上限の規
制を厳格化しようというのが現在の強い動きです。
　労働時間の上限の決め方はどのような労働者を
イメージするかによって変わります。自分で労働
時間をコントロールして自律的に働ける労働者で
あれば、上限規制はあまりいらない。他にも、勤
務間インターバル規制といって休息時間の確保を
徹底する方法もありますが、改正法案としては自
律的な労働者の労働時間の規制緩和と並行して、
一般労働者の上限規制が加えられるでしょうね。
　一番重要なのは、圧倒的多数のサイレントマ
ジョリティー、だけど働くことに疑問をもってい
る人たちが判断する一つの材料として法的知識を
使ってもらうこと。法的なルールはネットの情報
や本人の主観とは異なる「客観的な基準」ですから。

神戸大学大学院法学研究科 博士過程修了。専門は労働法で、
特に労働契約や非正規雇用を扱う。昨年のゼミでは雇用からみ
た人口流出対策として地方中小企業と学生のマッチングを研究。

静岡大学人文社会科学部 法学科
本庄淳志先生（一般社団法人ワークルール 代表理事）

「
労
働
時
間
が
青
天
井
に
な
る
。

そ
ん
な
こ
と
が
合
法
的
に
で
き
て

し
ま
う
の
が
問
題
な
ん
で
す
」

３
分
で
労
働
法

ワークの回覧板

労
働
法
の
専
門
家
・
本
庄
先
生
の
紙
面
授
業
！

25 24
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求 人 票
社名 株式会社ワーク出版

本社所在地 静岡県静岡市葵区駒形通 1-3-4

代表者名 労働 太郎

設立 2005 年 4 月

事業内容 高校生・大学生向けワークルール冊子の制作・販売 資本金 3000 万円

従業員数 男性 30 名 / 女性 20 名　　合計 50 名

職務内容 雇用形態 正社員ワークルール冊子の販売

勤務時間 9:00 〜 18:00（休憩 60 分）
一ヶ月単位の変形労働時間制

初任給 基本給　　　204,800 円
営業手当　　32,000 円
合計　　　　236,800 円

（備考：営業手当は 20 時間の時間外込。超過分は別途支給）

（簡易的な求人票例です）

■ 試用期間……３ヶ月（本採用と同条件）
■ その他……営業部門は 20 〜 30 代の社員が中心なので、嬉しいこと、辛いことなど何でも
言い合える環境です。
■ 採用・離職状況は下記の通りです

2014 年度
2015年度
2016年度

（年度） 採用者数 離職者数

５
２
５

１
１
０

補足事項

勤務予定地 静岡県

職種 営業社会保険 健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険

休日・休暇 完全週休２日・年間休日 125 日
夏期冬期休暇、育児休暇制度あり

通勤費 全額支給

昇給 １回賞与 夏・冬２回（前年実績 4.5 ヶ月 / 年間）

ワークの回覧板

② 固定残業代
固定残業代を賃金に含める場合
は「若者雇用促進法」に基づく指
針により、求人票に以下の項目を
すべて明記しなければなりません。

「固定残業代を除いた基本給の額」
「固定残業代に関する労働時間数
と金額の計算方法」「固定残業時
間を超過した分に対して割増賃金
を追加で支払う旨」、この３つの
ポイントをしっかり確認するよう
にしましょう。

④ 試用期間
長期雇用を前提として採用する場
合、人材の適性を確かめるために
設けられる制度です。法律上、期
間に制限はありませんが、就業規
則などに明記する必要があります。
一般的な期間としては、3 〜 6 ヶ
月が妥当です。試用期間中は賃金、
労働時間などの労働条件が本採用
時と異なるケースもありますので
確認することが必要です。

ワークの回覧板

① 変形労働時間制
労働時間の原則は「1 日 8 時間以
内・1 週 40 時間以内」となって
いますが、業務の都合や季節的繁
忙期などで労働時間が不規則に
なるケースがあります。この場
合、仮に 1 日 10 時間働いたとし
ても 1 週 40 時間（または 1 ヶ月・
1 年の期間を平均して週 40 時間）
になれば法律で認められる制度で
す。

③ 賞与
労働基準法でいうところの賃金で
はありますが、毎月の給料のよう
に必ず支給が義務付けられている
わけではありません。毎月の給料
は、労働者が生活していく上で欠
かせないものとみなされています
が、賞与は違います。したがって
賞与の支払いについて、金額など
の具体的な定めが就業規則などで
決められていなければ、賞与はも
らえない場合もあります。

固定残業代の解説（この場合は「営業手当」です）

「月の労働日数 20 日・１日の労働時間８時間（9:00 〜 18:00 休憩１時
間）」の場合、固定残業代はどうやって算出されるの？

① 月の労働日数を計算

　（1 年 365 日−年間休日 125 日）÷ 12 月 ＝ 20 日（1 ヶ月平均労働日数）

② 時給に換算　　　　　204,800 ÷ 20 日÷８h = 1,280 円

③ 残業単価を計算　　　1,280 円× 1.25( 時間外割増率）＝ 1,600 円

④ 固定残業代を計算　　1,600 円× 20h = 32,000 円

※ 残業時間が 20 時間を超える場合は別途割増賃金が別途支給されることになります

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
式

求
人
票
チ
ェ
ッ
ク

企業からの労務相談の他、
学生向けのワークルール
講座で講師を務める。

ヒロミ先生

本当に役立つ
４つのポイント
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ワークの回覧板

伊藤弘人社会保険労務士事務所
（静岡県浜松市）。社労士になる以
前は銀行に勤務していたそう。

一般社団法人ワークルールが講座で訪れた大学で食べたなかでも、特
に美味しかったものを一品、紹介します。第一弾は、札幌学院大学の

「スープカレー」（550 円）。学内にある３つの学食のうち、まるでホ
テルのようなレストラン「文泉」で提供される人気メニュー。事務局
長の由比藤準治さん曰く、「絶妙なスパイスが最高」。「文泉」の営業
時間は平日 11:15 〜 14:15 です。ぜひご賞味ください。

【本日の先生】
伊藤弘人先生

ワークルールさんの
全国学食めぐり①

働
く
わ
た
し
の
悩
み
と
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
か
ら
の
指
南
書

　
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、「
〇
〇

ハ
ラ
」
と
い
う
の
は
近
年
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
の
は
、「
言

葉
や
態
度
に
よ
る
暴
力
や
、
無
理
な
要
求

に
よ
る
精
神
的
苦
痛
」
の
こ
と
で
す
。
指

導
育
成
や
業
務
上
の
命
令
な
ど
に
隠
れ
て

表
面
化
し
に
く
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、

明
ら
か
に
で
き
な
い
ノ
ル
マ
を
与
え
、
達

成
で
き
な
い
場
合
に
精
神
的
に
追
い
詰
め

た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
今

回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、「
他
の
社
員
の

前
で
わ
ざ
と
怒
鳴
り
つ
け
る
」
と
い
っ
た

も
の
も
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
ま
ず
は
相
手
に
対
し
、
勇
気
を
出
し

て
「
や
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
は
っ
き
り

し
た
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
周
囲
に
相
談
し
、
客
観
的
な
意
見
を

求
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
、
証
拠
と
し

て
、
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
日
時
・
内
容
な

ど
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

メ
モ
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、「
そ

ん
な
こ
と
あ
っ
た
？
」
と
う
や
む
や
に
さ

れ
な
い
よ
う
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
パ
ワ
ハ
ラ
は
根
本
的
に
は
会
社
が
解
決

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で

す
。
会
社
は
労
働
者
に
対
し
、「
職
場
環

境
配
慮
義
務
」
が
あ
り
、
嫌
が
ら
せ
を
回

避
し
、
防
止
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か

ら
。
会
社
の
相
談
窓
口
や
責
任
あ
る
立
場

の
方
に
相
談
し
、
そ
れ
で
も
解
決
が
難
し

い
場
合
は
、
労
働
相
談
機
関
な
ど
（
裏
表

紙
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ 
上
司
と
の
折
り
合
い
が
悪
く
、
朝
礼
で
罵
倒
さ
れ
た
り
、

度
々
呼
び
出
さ
れ
て
業
務
と
は
関
係
の
な
い
仕
事
ま
で
押
し

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
？

—
—

ア
ル
バ
イ
ト
や
入
社
後
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
か
？

　
連
合
静
岡
は
、
働
く
人
の
雇
用
や
権
利
を
守
る

た
め
に
、
主
に
労
働
条
件
や
企
業
の
仕
組
み
に
関

す
る
労
働
相
談
、
労
働
組
合
づ
く
り
の
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
２
０
１
０
年
に

立
ち
上
げ
た
「
連
合
静
岡
メ
イ
ト
」
は
ぜ
ひ
学
生

の
う
ち
か
ら
知
っ
て
も
ら
い
た
い
取
り
組
み
で

す
。

　
連
合
静
岡
メ
イ
ト
は
、
静
岡
県
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
学
生
や
主
婦
な
ど
ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
勤
務
を
し
て
い
る
方
、
労
働
組
合
の
な
い

会
社
に
勤
め
て
い
る
方
な
ど
を
中
心
に
、
基
礎
講

座
や
会
報
誌
を
通
し
て
働
く
こ
と
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

—
—

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

　
労
働
組
合
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
は
業
種
や

性
別
問
わ
ず
「
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
を
支
え
、
つ

な
が
る
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

い
ま
連
合
静
岡
メ
イ
ト
が
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
と
し

た
支
援
で
す
。
も
と
も
と
組
合
は
、「
性
別
な
ど

に
よ
る
差
別
を
し
な
い
」
と
法
律
で
定
め
て
い
ま

す
か
ら
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
だ
け
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
。

　
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
か

ら
、
働
く
み
な
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い

て
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

連
合
静
岡
メ
イ
ト
さ
ん
、
教
え
て
！

緩
や
か
な
つ
な
が
り
が
大
切
な
理
由

知
っ
て
お
く
と
役
に
立
つ
！ 

社
会
の
ル
ー
ル
を
学
べ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

年会費 1,000 円で加入できる会員制サービ
ス。会員限定のウェブサイトで、専門家と
のメール相談や法律の解説、会員間の交流
やセミナーのご案内、情報誌を提供してい
ます。お気軽にお申込ください。

☎ 054-291-5400



静岡県の大学生がつくる情報誌

2017. ４発行
●

働く私の静岡時代
『ワークの掟４』

発行
一般社団法人ワークルール
〒 420-0042
静岡市葵区駒形通１丁目 3-4
☎ 054-253-0966
http://www.workrule.jp/

企画制作
特定非営利活動法人 静岡時代
〒 420-0042
静岡市葵区駒形通１丁目 3-4
☎ 054-260-7271
http://shizuokajidai.or.jp

デザイン協力
亀澤希美子

企画制作
服部由実（NPO 法人静岡時代）

一 般 社 団 法 人 ワ ー ク ル ー ル
一般社団法人ワークルールは、大学生などの若者を対象に社会で働く際に
必要となる基本的なワークルール（権利・義務）の普及活動を行っています。

ワークルール  検索 講座の様子も随時更新中 !

「内定承諾書にサインしたら内定辞退できないの？」
「14 日前に申し出れば本当にバイトを辞められるの？」
「授業もあるのになかなかバイトを休ませてくれない」

就職活動やアルバイトで困ったことや疑問に思ったことはありませんか？
そんな時はお気軽にご相談ください。

全国の高校・大学で働く上で必要なルールやマナーを教える
一般社団法人ワークルールの講師陣（社会保険労務士）がお答えします。

ワークルール相談室
いつでもどこでも。PC でも、スマホでも。

全 国 に も 様 々 な 相 談 窓 口 が あ り ま す。 困 っ た 時 は 相 談 して み ま し ょ う 。

ht tps://w w w.facebook .com/workru le/

主な国の労働相談窓口

総合労働相談コーナー　各都道府県労働局や各労働基準監督署などに
設置されている。労働条件、募集・採用、いじめなどの労働問題に関すること
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/soudan.html

労働基準監督署
賃金、労働時間、安全衛生についての監督・指導、労災に関すること
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/location.html

ハローワーク
雇用保険に関すること・就職活動に関すること
http://www.mhlw.go.jp/kyujin/hwmap.html

▶

▶
行政労働相談窓口 (静岡県のケース )

東部県民生活センター ☎ 055-951-9144▶
中部県民生活センター ☎ 054-286-3208▶
西部県民生活センター ☎ 053-452-0144▶
共 通 (フリーアクセス) ☎ 0120-9-39610 ▶

※携帯電話からは各電話番号におかけください

 静岡県県民生活センター
（労働条件、雇用、勤労者福祉に関すること等）

右記 QRコードから、お名前、メールアドレス、ご相談内容を
ご記入ください。相談フォームでのお問い合わせは

５日以内（土日祝日・年末年始を除く）にご返信いたします。

▶
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